
 

一般コース 

 
1 年時:研修開始時点で志望する Subspecialty が決定している場合は、原則志望科を含む内科グループから研修を開始します。 

2 年時以降:専攻医の希望・将来像を踏まえ研修達成度を研修管理委員会で評価したうえで、さらなる症例経験およびスキルアップを目

指して連携施設への出向および、希望する Subspecialty（自由選択）の専門研修を行います。総合内科研修を希望する場合または内科

専門医取得に必要な経験症例数の不足や研修達成度に達していなかった場合には、2 年目以降の選択志望として複数の診療科においてロ

ーテート研修を行い補完する事も可能です。 

 

ｻﾌﾞｽﾍﾟ混合コース 

 

1 年時より Subspecialty 研修を並行して行います。内科専攻医としてカリキュラムで定められた経験症例およびスキルを習得する事が

基本ですが、志望科の診療にも 1 年目より関わり内科総合研修に支障を来さない範囲で志望診療科の症例を担当し、診療を行います。 

2 年次以降:内科専門医取得に必要な経験症例数の不足や研修達成度に到達しなかった場合には、研修管理委員会を経て未達成の診療科

の内科ローテート研修を行います。 

 

内科 1:呼吸器・感染症・内分泌 

内科 2:循環器・腎臓・神経・代謝内科 

内科 3:消化器・血液 
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